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九州大学は、1911（明治44）年に医科大学と工科大学の2つからなる九州帝国大学として設置されました。当

時最高学府とされた帝国大学のなかでは、4番目の創設となります。

その後、順次学部の整備が進み、農学部（1919年）、法文学部（1924年）、理学部（1939年）が設置されました。

戦後、1947（昭和22）年に九州帝国大学は九州大学と改称され、学制改革により1949（昭和24）年には新制九

州大学となりました。以後、現在の組織のもととなる文系、理系学部、各研究所等の設置が行われました。

1970年代には、大学院改革の一環として、既存の研究分野の境界領域をカバーする「学際大学院」構想が進め

られました。この時期、社会がより高度化・複雑化するに伴い、大学院への要請が多様化したためでした。こ

の構想の実現が、1979（昭和54）年の総合理工学研究科の設置などにみられます。

1991（平成3）年、九州大学の新キャンパスヘの統合移転構想が評議会決定されました。以後、「九州大学の改

革の大綱案」（1998年評議会決定）等による大学改革を進め、大学自ら長期的な改革計画を策定・実現するとい

う先駆的取り組みを行ってきました。この大綱案の中核として、「大学院重点化（整備、充実をはかること）」

（2000年完了）を行い、同時に「学府・研究院制度」を導入しました。この制度は、大学院を教育組織（学府）と

研究組織（研究院）に分離し、各組織を必要に応じて再編できるようにしたものです。これらの改革を空間的に

実現する試みは、新キャンパス統合移転計画に盛り込まれています。

2003（平成15）年10月には、九州芸術工科大学と統合し、新たに芸術工学部、芸術工学府、芸術工学研究院

が誕生しました。この統合により、教育面では多様な授業科目の履修が可能になりました。また、研究面では、

芸術工学と幅広い諸科学との連携による研究が進展し、新しい価値を創造しうると期待されています。

2004（平成16）年4月の国立大学の法人化を機に、「教育」、「研究」、「社会連携」、「国際連携」を重点活動分

野として位置付け、「新科学領域への展開」と「アジア指向」という将来構想を柱に、世界レベルの教育・研究拠

点を目指した改革に取り組んでいます。

2005（平成17）年10月には、福岡市西区元岡・桑原地区、糸島市にまたがる新キャンパス（伊都キャンパス）

が開校し、箱崎キャンパスから工学系の移転が実施され、2006（平成18）年3月には、工学系の移転が完了しま

した。また、生活支援施設及び学生寄宿舎等の学生生活支援施設の整備も進み、最先端の設備・環境の下、自

然とも共生しながら教育・研究が行われています。2009（平成21）年4月には、主に全学教育が行われていた六

本松キャンパスが伊都キャンパスへ移転し、2015（平成27）年10月には理学系の移転が2018年（平成30年）10

月には、文系、農学系等の 移転が完了し、伊都キャンパスへの統合移転事業は完了しました。
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初代総長　山  川　健次郎

明治44（1911）年、新設の工科大学と、従来の京都帝国大学

福岡医科大学を合わせ、総合大学としての九州帝国大学がス

タートしました。この時、初代総長に就かれたのが山川健次郎

先生です。

山川先生は当時の九大生を前に、「己が専門の学問の蘊奥（うんのう）を極め、合せて他の凡てのこと

に対して一応の知識を有して居らんで、即ち修養が広くなければ完全な士と云う可からず」と訓示しま

した。これはわが国を代表する基幹総合大学である九州大学に相応しい含蓄あることばであり、100年

経った今でも、九州大学で学ぶ学生に広く語り継がれるべきことばです。

山川先生は嘉永7（1854）年、旧会津藩に生まれ、苦学して米国イェール大学に留学、物理学を修め、

帰国後は東大教授、同総長等を務めました。人格者として知られ、我が国最初の博士の一人（理学博士）

であり、生涯強い愛国心と尚武心を持った教育者でもありました。大正2（1913）年に九大総長退任後、

二度目の東大総長に就き、一時は京大総長も兼任されています。

平成23（2011）年に本学が百周年を迎えたことを記念し、

同年5月、山川先生の胸像が、出身地である福島県会津若松

市から寄贈され、伊都キャンパスに据えられました。

本学ではこれを機会に、九州大学の原点、その創立の精神

を共有するため、山川先生についての冊子を刊行し、教職員、

卒業生、関係者、新入生へ配付しています。

（小冊子の紹介：百周年記念事業ウェブサイト）

http://kikin.kyushu-u.ac.jp/100th/window/booklet.php


